教材番号　　刑事事件（量刑）№7
対象　　　　中・高
～建設事務所荒らしの見張りと量刑判断～
　　　　　　　　　　　　　　

１　事例
被告人Ｘは，Ａが〇×建設の事務所内から５００万円を盗むのを助けるため，見張り役及び運転手役をつとめ，その分け前として５０万円を受け取った。
Ｘは，犯行当時，定職についておらず，現在の妻と交際中であったが，現在の妻が妊娠していると分かったことから，地元建設会社に正社員として入社するとともに，現在の妻と結婚し，以後真面目に働いている。長女は現在生後3ヶ月である。ＡはＸの高校の１つ先輩であり，ＸはＡから時々食事をおごってもらう間柄であった。Ｘは，Ａから○×建設に盗みに入るよう誘われたとき，1度は「それはやばくないですか」と言ったものの，結局Ａの説得に押し切られ，Ａを手伝うことになったものである。
○×建設は，従業員15名程度の小さな会社であり，500万円が盗まれたせいで従業員にボーナスが払えなくなり，銀行から300万円の借金をしなければならなくなった。
また従業員は予定した金額の6割しかもらえず，正月の家族旅行を取り止めた者もいた。
Ｘの両親は，なんとか金を工面し，○×建設に被害弁償金として50万円を支払った。

２　テーマ・ポイント
刑事裁判とはどのようなものかを学習するとともに、量刑が，事件の背景，被告人の更生，被害感情，社会の利益など様々な要素を考量して決められることを学ぶ。また，意見交換を通じ、自分の意見を合理的に説明することの重要性や，異なる意見を聞き議論を深めていくことの重要性を学ぶ。
３　授業の進め方（一例）
事前に，犯行内容や事件の背景を記載した資料を読み込んできてもらう。
授業では，まず，弁護士が刑事事件の流れを説明する。次に，事案の内容を整理し，量刑を考えるための事情を挙げてもらった後，弁護人役，検察官役がそれぞれの意見を読み上げる。その後，グループに分かれて議論をし，グループごとに意見をまとめて発表してもらう。最後に弁護士が解説。
以　上　
